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令
和
２
年
８
月
４
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ご
み

焼
却
場
の
地
元
対
策
費
を
活

用
し
て
、
地
元
と
の
協
議
に

よ
っ
て
整
備
し
ま
し
た
。
具

体
的
な
管
理
及
び
使
用
に
関

し
て
は
、
両
地
区
と
本
協
定

を
締
結
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
「
町
が

所
有
し
、
無
償
で
地
元
に
貸

し
出
す
」
も
の
で
す
。
町
の

負
担
は
、
防
火
管
理
者
と
火

災
保
険
で
す
。
地
元
の
負
担

は
、
経
費
的
な
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
８
月
５
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
埼
玉
県
学
力
・

学
習
状
況
調
査
は
、
自
治
体

ご
と
の
任
意
で
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
鳩
山
町
は
、
児

童
・
生
徒
の
学
力
の
実
態
、

一
人
ひ
と
り
の
伸
び
を
把
握

す
る
た
め
、
参
加
し
ま
し
た
。

個
々
の
学
力
を
伸
ば
す
た
め

に
、
コ
バ
ト
ン
問
題
集
の
活

用
、
学
び
合
い
学
習
の
推
進
、

中
学
校
の
英
語
教
諭
が
小
学

校
の
授
業
指
導
・
交
流
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

　

体
力
面
を
新
体
力
テ
ス
ト

（
２
０
１
９
年
度
）
で
み
る

と
、
県
の
平
均
を
超
え
、
特

に
中
学
校
は
顕
著
で
す
。

経
年
劣
化
な
ど
の
修
繕
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整

備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
で

対
応
す
る
と
の
こ
と
。

　

泉
井
の
施
設
は
、
太
陽
光

発
電
の
収
益
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
に
接

続
さ
れ
て
、
使
用
料
は
光
熱

費
に
含
ま
れ
ま
す
。
上
熊
井

の
施
設
は
、
浄
化
槽
が
あ
り
、

維
持
管
理
費
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

埼
玉
県
日
高
市
、
群
馬
県

高
崎
市
、
宮
城
県
丸
森
町
の

設
置
状
況
３
例
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

町
の
景
観
保
持
や
総
量
規

制
も
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず
、

事
業
者
の
合
法
的
な
経
済
活

動
を
認
め
、
売
り
主
の
立
場

な
ど
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
規
制
し
た
場
合
、�

町
の
訴
訟
リ
ス
ク
、
訴
訟
費

用
等
の
調
査
を
進
め
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う
、

事
業
者
等
に
指
導
し
ま
す
。

　

今
、
担
当
と
し
て
は
、
日

高
市
の
裁
判
の
状
況
な
ど
を

静
観
し
て
い
る
の
で
、
日
程

的
な
点
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
は
運
動
会
を
中
止

と
し
、
代
替
と
し
て
記
録
会

を
秋
に
行
う
予
定
。
中
学
校

は
、
６
月
の
学
総
大
会
も
中

止
に
な
り
、
体
育
的
行
事
が

な
い
こ
と
か
ら
、
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
、
体
育
祭
実
施
の
最
終

的
な
判
断
を
待
つ
そ
う
で
す
。

　

保
健
師
に
よ
り
、
３
月
末

に
町
内
の
介
護
保
険
施
設
11

施
設
に
直
接
出
向
き
、
感
染

管
理
体
制
、
ま
た
、
利
用
者

の
健
康
管
理
、
平
常
時
の
対

策
、
介
護
・
看
護
ケ
ア
と
感

染
対
策
に
お
け
る
全
31
項
目

に
つ
い
て
、
各
施
設
の
現
況

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

再
開
に
当
た
り
、
サ
ロ
ン

会
場
で
は
３
密
の
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や

入
室
時
の
手
指
洗
浄
や
健
康

安
心
し
て
集
ま
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

調
査
事
項

調
査
事
項

　

両
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
が
完
成

総
務
産
業
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

⑴�

泉
井
・
上
熊
井
両
集
落

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て

⑵�

太
陽
光
発
電
設
置
の
規

制
条
例
の
進
捗
に
つ
い

て

福
祉
文
教
委
員
会

　

各
種
事
業　

再
開
へ

⑴�

小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
体
力
、
学
力
の
現

況
と
課
題
に
つ
い
て

⑵�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
健

康
・
福
祉
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
室
内
換
気
の
た

め
に
空
気
清
浄
機
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
健
康
教
室
の
再
開
に

当
た
っ
て
は
、
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
と
検
討
し
、

８
月
３
日
よ
り
新
た
な
形
で

再
開
す
る
と
と
も
に
、
７
月

上
旬
に
、
保
健
師
に
よ
る
電

話
や
訪
問
等
を
通
じ
て
、
個

別
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、

再
開
等
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上熊井集落センター

泉井集落センター
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一
部
事
務
組

合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町

と
共
同
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

令和元年度一部事務組合の決算状況
※万円以下は四捨五入

　

８
月
６
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
埼

玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
。
内
容
は
鴻
巣
行
田
北
本

環
境
資
源
組
合
を
彩
北
広
域

清
掃
組
合
に
改
め
る
こ
と
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
の
２
議
案
で
、

２
議
案
と
も
慎
重
審
議
の
結

果
、
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
増
額
の
主
な
理
由

は
、
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
設
備
修
繕
で
、
補
完

的
に
使
っ
て
い
た
１
号
炉
の

　

８
月
３
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
で
、
平
成
29
年
度
よ

り
進
め
て
き
た
斎
場
の
建
設

は
終
了
、
事
業
費
の
総
額
は

32
億
円
で
し
た
。

　

認
定
第
１
号
、
令
和
元
年

度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
斎
場
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
１
８
８
７
件

の
う
ち
、
鳩
山
町
は
１
５
５

件
、
令
和
元
年
度
２
２
４
０

件
の
う
ち
、
鳩
山
町
は
１
７

９
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
負
担
金
割
合
の
変

更
及
び
静
苑
組
合
議
会
議
員

定
数
と
配
分
に
つ
い
て
、
本

年
度
中
に
決
定
し
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
の
一
部
改
正
、
埼
玉
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約

変
更
、
令
和
元
年
度
下
水
道

組
合
事
業
決
算
認
定
の
３
件

で
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
て
大

き
な
被
害
を
受
け
た
鳩
山
第

２
中
継
ポ
ン
プ
場
の
修
繕
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
度
は
応

急
工
事
に
９
４
６
万
９
９
０

０
円
、
令
和
２
年
度
は
本
復

旧
工
事
に
６
８
７
５
万
の
合

計
７
８
２
１
万
９
９
０
０
円

の
工
事
費
用
で
復
旧
に
あ
た

り
ま
す
。

　

同
様
な
被
害
を
被
ら
な
い

た
め
に
、
防
水
パ
ネ
ル
の
設

置
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
修
理
の
た
め
で
す
。

　
（
仮
称
）
鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設
建
設
工
事
に
か
か
る

建
設
請
負
変
更
契
約
の
締
結

は
、
工
事
予
定
地
内
に
あ
る

町
道
の
廃
道
手
続
き
が
完
了

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

工
事
着
工
が
遅
れ
た
こ
と
に

よ
る
工
期
の
延
長
請
求
が
あ

り
ま
し
た
。

　

全
議
案
と
も
全
会
一
致
で

可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

　

７
月
22
日
に
臨
時
会
、
８

月
18
日
に
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
条
例
改
正
２
件
、
規

約
変
更
１
件
、
財
産
の
取
得

５
件
で
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
鳩
山
町
長
の
副
管

理
者
就
任
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
補
正
予
算
１
件
、
決

算
認
定
１
件
で
し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
に
よ
る
感
染
防
止
衣
、

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

広
域
静
苑
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

ゴ
ー
グ
ル
等
の
購
入
、
消
防

車
両
の
修
繕
に
よ
る
需
用
費

４
３
２
万
２
千
円
の
追
加
に

な
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
２
議
案
と
も

全
会
一
致
で
可
決
、
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合 2億6,516万円 2億3,752万円 2,524万円 4,500万円 3,001万円

埼玉西部環境保全組合 31億8,725万円 31億1,106万円 １億9,859万円 18億8,620万円 18億8,660万円

西入間広域消防組合 13億7,258万円 13億5,066万円 2億8,154万円 ６億6,186万円 4,056万円

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

収益的収入（税抜）
16億3,281万円

資本的収入
4億1,140万円

収益的支出（税抜）
15億4,573万円

資本的支出
7億5,156万円

1億3,149万円 52億79万円 0

広域静苑組合 7億5,820万円 7億4,754万円 782万円 14億9,808万円 779万円

合計 6億4,468万円 92億9,193万円 19億6,496万円

※�毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合は、令和元年度から地方公営企業法を一部適用しているため、歳入・歳出の
表記が異なります。
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